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三重県青年・女性漁業者交流大会
　平成17年１月１5日(土）に、三重県青年・女性漁業者交流大会が、松阪市にある三重県漁連のり流通センターで開催されました。
　紀北県民局管内からは、尾鷲市の古江漁協女性部の中森さんから、漁協女性部の魚食普及活動について発表していただきました。今回はその模様をお届けします。
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三重県青年・女性漁業者交流大会
この大会は青年・女性漁業者が取り組んでいる事例を発表し、相互に研鑽しあうことを目的としており、今年で49回目を数えます。
今年は、桑名市赤須賀漁協の青壮年部は環境保全への取り組みを、鳥羽・磯部漁協は地産地消の取り組みを、香良洲漁協女性部はその活動全般について発表しました。
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浜が支える魚食普及　
当県民局管内からは、尾鷲市の古江漁協女性部の中森末子氏が、「浜が支える魚食普及」について発表しました。
　古江漁協女性部では、地域の小学生を対象とした料理教室や奈良県上北山村との交流を通じて魚食普及活動を実践してきました。自らの経験も交えて、飾らない語り口で語る中森氏に聴衆は引き込まれていました。
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表彰式
審査の結果、中森氏は女性の三重県代表として、3月7日～8日に東京で開催される「第10回全国青年・女性漁業者交流大会」にて発表することとなりました。また、男性の方は、知事賞を受賞した赤須賀漁協青年部の松崎さんが代表として東京で発表します。
